
人間文化研究機構ライフイベント期（出産、子育て、介護等）
に係る研究支援プログラムについて

【概 要】
ライフイベント期における女性研究者の研究活動を支援するため、謝金費用の一部又は全額を補助す
る制度です。なお、各謝金の単価は、「人間文化研究機構謝金支給基準」に基づきます。
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業務完了後は、『完成原稿』等を提出していただきます。

①支援期間は１ヶ月単位とし、週２０時間を上限とします。また、研究者１人につき、
半期（上半期：４月～９月、下半期：１０月～３月）で１００時間を上限とします。
ただし、連続して１ヶ月を超えることはできません。

②業務従事者への依頼、出勤管理及び支払等に係る手続きについては、当該研究
者が所属する本部又は機関で行います。

（補足）資料整理等補助の期間について

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

本補助は、短期間における特定の業務を支援するためのものです。継続して1月を超える場合（期や年度を跨ぐ場合も含みます）は認められません。
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※１ 支援が決定された研究者１人（１世帯）につき、１年度内１００，０００円を上限とします。
※２ 支援経費の採択金額は、当該年度の予算の範囲内で決定します。予算に達した場合は、当該年度の申請受付を終

了しますのでご注意ください。

資料整理（4月） 資料整理（7月）

（例）

40時間 40時間

資料整理（9月）

例えば前期において80時間の業務を実施した
場合、20時間を超えない範囲で実施可能。

資料整理（11月） 100時間の範囲内であれば実施可能。ただし、例えば
前期に80時間の業務を実施した場合、予算の上限額
（10万円）を超えない範囲での実施時間となる。

100,000（上限額）－76,800（960円×80h）＝23,200
⇒24時間までは実施可能。



申請及び事務手続きの流れ

②申請書の確認（記載内容、年度
内の利用状況等）の確認

・承認・非承認の通知
・予算管理
・申請書・報告書の管理
・問合せ対応

③申請書（写し）の送付

担当窓口

本 部

申請者

⑨報告書等の確認

⑥受理・承認・非承認の連絡
※経費については、別途本部財務担当部署から所属機関の財務担
当部署宛てに連絡し配分。残額が生じた際は、本部へ返納。

（支援希望期間の１ヶ月前）

④予算残額の確認後、
申請書を送付

⑦承認の受理後、担当窓口に
確認し、所属機関における
手続きを経て業務開始

①研究支援プログラム申請書
（以下、申請書）の提出

⑧補助業務完了後、所属機関の手続きを経て研
究支援プログラム報告書（以下「報告書」の提出
※翻訳・校閲の場合は、完成原稿の提出
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⑤協議

⑩報告書等の送付

【申請対象者】

①研究教育職員
②特任研究員

詳細は、『プログラム実施要項』又は機構ウェブページをご確認ください。
http://www.nihu.jp/ja/about/danjo


